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7月の保健目標 

・夏を元気に過ごす 

・暑さに負けない体を作る 

7月の保健行事 

12 日（火） 乳児健診 

26 日（火） 乳児健診 

 夏の青空が広がる季節がやってきました。夏は日が落ちるのが遅く、 

外で活動できる時間が長くなります。暑さに負けず、元気に過ごすため 

には熱中症対策が必須です。 

日中は、子どもたちの安全を第一に活動を行っていきます。屋外活動では 

暑さ指数（WBGT）を確認しながら、活動時間を短縮しています。また、室 

内でも換気を十分に行いながら、エアコンを使用しています。 

ご家庭でも熱中症対策として睡眠と朝食で生活リズムを整えていただくよう、ご協力をお願

いします。朝食から摂る水分・塩分も熱中症予防にはとても重要です！ 

夏に流行しやすい『とびひ』。汗をかいてあせもができたり、虫刺されが増える時期に多くみ

られます。人に感染させることもありますので、症状が見られたら早めに受診をお願いします。 

保育園での対応 

１． じゅくじゅくした患部はガーゼなどで覆ってください。（患部が広範囲な場合は、医師に

登園してよいか確認してください） 

２． 保育園でのシャワーは行いません。ガーゼがはずれた場合の、予備のガーゼやテープ

などを持参してください。 

熱中症予防とコロナ対策 

今年 5月下旬に厚生労働省より、子どものマスクの着用

について、別紙のとおり案内がありました。当園では、「感

染症を予防しながら、熱中症を防ぐ」ことを夏の課題とし

て、別紙を参考に安全面に配慮して活動を行っています。 

 一方で、市内の保育施設では陽性者が発生している現

状があります。そして濃厚接触者の特定要件には変更が

ないため、園内で陽性者が発生した場合はマスクを着用

していなければ濃厚接触者となり、発生の状況によっては

休園措置となってしまうことがあります。マスクを外す機

会が多くなることで、濃厚接触者となる可能性は上がる

ことをご理解いただければと思います。 

 保育園では、一律に子どもにマスク着用をすることは求

めていません。場面や個々に応じた対応を行っておりま

す。お子さんにマスクをつけさせたくない場合は、その旨

担任までお伝えください。 

 子ども同士の距離を十分に取ることや、手洗いの指導

等感染症対策を十分に行い、安全に夏季を過ごせるよう、

対策を取っていきます！ 

おう吐等で汚れた衣類の返却について：おう吐等があり、他のお友だちの衣類にかかってしまうケースがあります。そのような場合には、おう吐等があ

ったお子さんが、お友だちの衣類を持ち帰ってお洗濯をしていただくことになります。感染拡大防止のためご理解・ご協力をお願いします。 








